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紹

介

今

井

源

衛

著

『

王

朝

文

学

の

研

究
』

福

井

迫

子

本
書

は
平
安

朝
初

期

か
ら
源

氏
物
語

ま

で

の
物

語

を
中

心

と
し

た
論

考

二
十
五

篇
を

、
著
者

の
研

究
生

活
二

十
年

余

の
数

々
の
御
研

究

の
中

か
ら

選

び

、

一
書

に
ま

と
め
ら

れ

た
も

の
で
あ

る
。
す

べ
て
公

に
さ
れ

た
も

の

で
あ

る
が
、
あ

る

い
は

「
文
学

研
究
」
「
記

念
論
文

集
」
等

発

表
誌

の
性
質

上

必
ず

し
も
大

方

の
目

に
触
れ
得

な

か

っ
た
と
思

わ

れ
る
も

の
も

含
ま

れ

て
お
り

、

こ

・
に
論

文
集

と
し

て
出
版

の
運

び

と
な

っ
た

こ
と

は
、
王

朝

文
学

の
研
究

に
連
な

る
後

進

に
と

っ
て
真

に
あ
り
が
た
い
こ
と

で
あ

っ
た
。

そ

の
構

成

は
、
第

一
篇

物
語

の
様
式

(
物
語

文
学

論

・
物

語
構

成

の

一
手

法

)
、
第
二

篇

天
暦
以

前

(
漢
文

伝

の
世
界

・
在

原
業
平

・
伊

勢
物

語

・
伊
勢

物
語

百

一
段

に

つ
い
て

・
戒

仙

に

つ
い
て

)
、第

三

篇

枕

草

子

と

そ

の
時
代

(
清
少
納

言

の
生
き

た
時
代

・清

少
納

言

の
美
意

識
と

体
験

・

枕
草

子

の
特

質

・
枕
草

子

の
享
受

・花

山
院

の

こ
と

・仲

文
集

試
論

)
、
第
四

篇

紫
式

部

と
源
氏
物

語

(
紫
式

部

の
出

生
年

度

・
紫
式

部
本

名
香

子
説

を
疑

う

・
晩
年

の
紫
式

部

・
為

信

集
と

源
氏
物

語

・
紫
式

部
集

の
復

元

と

そ

の
恋
愛
歌

・
源
氏
物

語

と
紫
式
部

集

・
源
氏

物
語

の
文

学
史

的
位

置

・

源
氏

物
語

の
享
受

)
及

び
資
料

篇
(
「
幻
中

類
林

」
と

「
光
源

氏
物

語
本
事

」
・

「
源

氏

の
ゆ

ふ
た
す
き

」
と

「
源

氏
六
十

三
首

之
歌

」
・古

注

「大

和
物

語

紗
」

考

・
枕
草

子

の
古
注

釈
書

)

か
ら
成

り
、

最
後

に

「
論
文

掲
載

誌

一

覧
」

及

び

「
索

引
」

が
附

さ
れ

て

い
る
。

は
し
が

き

に

「
各

論

の
問
題

の
立

て
方

や
追

究

の
し

か
た
も
多

種

多
様

で
あ

る
。

た

、・
、
お

お
む

ね

の
と

こ
ろ
は
実

証

を
旨

と
し

た

と
だ
け

は
言

え
よ
う

か
。

実

証
は

い
う
ま

で
も

な

く
広
く

学

問

の
根

底

で
あ

ろ
う

。

と

は

い

っ
て
も

、

そ
れ
を

狭

く
文
献

万
能

と
同

義

と
は
考

え

た
く

な

い
」

と

そ

の
研

究

の
姿
勢

に

つ
い
て
述

べ
ら
れ

て

い
る
。

仮
り

に
本
書

に
収

め
ら

れ

た
論

考
を

、
そ

の
発

表
年
代

順

に
置

き
換

え

て
み

る
と

、
終

始
方
法

を

探

り

つ

・
研

究

の
幅

と
深
さ

を
加

え
る

努
力

を
積

ま
れ

た
著

者

の

二
十

年

の
歩

み

の

一
端
を
窺

う

こ
と

が

で
き

る
よ
う

に
思

う
。

勿
論

本
書

の
二
十

五

篇

の
論
考

の
み
で
云

々
で
き
る

問
題

で

は
な

い
が
、

初
期

の
、
概

し

て

歴

史
的

流

れ

の
中

で
そ

の
性

格
を

捉

え
ら
れ

る
方
法

、

文
学

論
的

な

論
考

か
ら
、

三
十

五
年

頃
を

境

と
し

て
文
献

学

へ
の
関

心

の
深

ま
り

が
窺

え
、

厳
密

な

文
献

批
判

、
緻

密
な
実

証

と
そ

の
裏

付
け

と
な

る
豊

富

な
資
料

の

駆
使

、
精

緻

な
解

釈
を

方
法

の
基

盤

と
し

て
、

テ
ー

マ
に
応

じ

て
、

そ

の

基
本

的

な
歴

史
的

社
会

的
背

景
を

噛

み
合
口
せ
る
態
度

の
上

に
、
様

々
な
角

度

か
ら

の
検

討

が
綜
合
的

に
加

え

ら
れ

て

い
る
。

又

、
著
者

は

、
「
本
書

の

一51『



中

心

と

い
え
ば

い
え

る
も

の
は

「
紫
式

部

と
源

氏
物

語
」

篇
で

あ
ろ
う

。

そ

こ
に
収

め
た
八

篇

と

つ
ぎ

の
資
料

篇

に
収

め
た
も

の
の
中

の
源
氏
物

語

関

係
二

篇
は

『
源

氏
物
語

の
研

究
』
所

収

論
文

に
続

く
も

の

で
あ
り
、

ま

た

そ
れ

ら
は

、
前

の
小
著

「
紫
式

部
」

出
版

と
前

後

し

て
発
表

し
た
も

の

が
大

半

で
、

そ
れ

の
脚
注
的

役
割

を

果
す
も

の
で
も

あ
る
」

と
述

べ
ら
れ

る
。

そ

れ
は
四

十
年

か
ら

四
十

三
年

に
か
け

て

の
御
論

考

で
、
『
源

氏
物

語

の
研

究
』

の
方

向
を
大

き

く
進

め
ら

れ
、
幅

を
広

め

て
歩

ん
で
来

ら
れ

た

著
者

の
足

跡

の
集
約

で
あ

る
。

二
十
五

篇

の
御
論

考

の

一
つ

一
つ
に

つ
い

て
忠

実

に
御

紹

介
す

べ
き

で
あ

る
が

、
限
ら

れ

た
紙

幅

の
関

係
も

あ

る

の

で
方

法
的

に
共

通
す

る
も

の
を
若

干

の
グ

ル
ー
プ

に
分

け

て
述

べ
さ

せ
て

い
た

、・
く
。

一
、
物
語

文
学

論

物
語

全
般

を
扱

っ
た

「
物

語
文

学
論

」

で
は
、
物

語
文

学

に
於
け

る
作
者

の
主

体
的

側
面

が
創

造

の
基
本

的

エ
ネ

ル
ギ
ー

源

と
し

て
見
落

さ

れ

て
は
な

ら
ぬ

こ
と

、
物
語

文
学

に
於

け
る

主
題

の
史
的

発
展

、
古
代

的
散

文
性

に

つ
い
て
論

及
さ

れ
る

が
、

民
俗
学

的
方
法

或

は

物

語

の
享
受

の
様
式

を

重
視

す

る
考

え

に
対

し

て
、

か
な
り

批
判
的

な

姿

勢

を

示
し

て

い
る
。

そ
し

て
基
本

的

に
は
歴

史
的

社
会

学
的

見
地

か
ら

独

自

の
見

解
を

述

べ
ら
れ

た
も

の
で
、

本
書

の
総
序

と
し

て

の
役
割
を

果

た

す

と
共
ハ
に
著
者

の
立
脚
す

る
物
語

研
究

の
基

本
的

姿
勢

を
明

ら

か
に
さ

れ

た
も

の
で
あ

る
。

二
、

前
者

の
発

展

と
し

て
物
語

形
象

化
を

史
的

に

た
ど
ら
れ
た
も

の
に
、

「
漢
文

伝

の
世
界
」
「
在

原
業
平

」
「
伊
勢
物

語

」

の
三

篇
が
あ

る
。

「
漢

文

伝

の
世

界
」

は
、

正
史
実

録

の
伝

を
最

右
翼

と
す

れ

ば
、
伝

奇

は
九

・
十

世

紀

に
於
け

る
漢
文

散

文
群

の
最

左
翼

に
位

置
す

る

一
群

で
あ

る

こ
と

を

形
態

・
性
格
面

か

ら
具

体
的

に
立

謹
さ

れ
、
従

来

の
考

え

か
ら

一
歩

進

め

て
広

い
視

野
か

ら
捉

え
直
す

べ
き

こ
と
を

述

べ
、
そ

れ

が
八
ー

十
世

紀

の

漢

文
伝

の
歴

史
的

展
開

に
も

対
応

す

る

こ
と

に
論
及

さ
れ

る
。

「
在

原
業

平

」

は
、
業

平
像

の
史
的

展
開

を
六
国

史

・
古
今

集

・
伊
勢

物

語

と
た

ど

ら

れ

た
論
考

で
、

六
国

史
莞

卒
伝

記

の
性
格

を

明
ら

め
、

そ

の
評
語

に

つ

い
て

の
用
例

を
精

査
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
国

史
編

纂
者

の
立
場

・
意

識

に

立

っ
て

の
的
確

な

解
釈

を

ふ
ま

え

て
官

人

の
と

ら

え

た
業
平

像

を

探
り

、

更

に
業
平

像

の
陰

影
を

深

め
た
古

今
集

の
独
特
な

詞
書

か
ら
、

虚
構

を
加

え

て
、
恋

の
英
雄

と
し

て

の
理
想

像

の

一
代

記

が
成

立
す

る
伊
勢

物

語

の

形
象

化

へ
の
問
題

を

、
作

者

及

び
時

代

性

の
要
求

か

ら

と
ら

え

ら
れ

る
。

三
、
物

語

史
展

開

の
中

に
研
究

を
進

め

ら
れ

る
も

の
と
し

て

「
物

語
構

成

の

一
手

法

」

が
あ
げ

ら

れ
る
。
学

窓

を
巣

立

た
れ

た
若

き
著
者

の
最

初

の
論

考

で
あ

る
。

王
朝
貴

族

の
実

生
活

に
根

ざ
し

た

「
垣
間

見
」

が
物

語

や
説

話
類

に
多

く

み
ら

れ
る
事

実

か
ら

、

そ

の
性

格

・
構
造

を
探

り

、
物

語

に
於

て

「
垣
間

見
」

は
、

表
現
上

客

観
性

を
獲

得
す

る

た
め

の

一
手

法

で
あ

り

、
構

成
上
合

理

性
を

与

え
、
物

語
展

開

の
重
要

な
ポ

イ

ン
ト

に
位

置

さ

せ
ら
れ

て

い
た

こ
と
を

、
物
語

個

々
に

つ

い
て
検

討

さ
れ

、
史
的

展

開
を

跡

づ
け

る

と
、
概

念
的
ー

写

実
的
ー

劇
的

と
発
展

し

、
源
氏

物

語
を

ピ
ー
ク

と
し

て
、

末
期

に
は
長

篇

の
中

か

ら
そ

の
部
分

の
み
が

切
り

離
さ

れ

て

一
つ
の
短

篇
物
語

に
化
す

る

に
至

る
、

と
小

説
手

法

の
歴
史

的
流

れ

の
中

に
そ

の
性

格

を
捉

え
ら

れ

る
。

四
、
考

証

を
主

と
す

る
も

の
と
し

て

「
紫
式

部

の
出

生
年

度
」
「
晩

年

の

紫
式

部

」
「
戒

仙

に

つ
い
て
」
等

が
あ
げ

ら

れ
よ
う

。
言

う
ま

で
も

な

く
実

証

を
旨

と
す

る
御

研
究

で
あ

る
。
「
紫
式

部

の
出

生
年

度
」
ー

紫
家

七

論

の

誤
読

に
も

と
つ
く

通
説

の
誤

り

の
指
摘

、

日
記
中

に
見

え

る
年
令

に

つ
い

て
の
記
述

十

項

の
検
討

と

日
記
中

の
従

来
難

解

と
さ

れ

て
き

た
寛

弘

六
年

一52一



の
、

近

い
将
来
老

眼

に
陥

る
危
惧
を

述

べ
た

「
め
く

ら
う

て
」
を

善
本

松

平

本

に
よ

っ
て
解

さ

れ
、
医

学
的
見

地

か
ら

の
科
学
的

解

明

の
方
法

導

入

に
よ

っ
て
独

自

の
御
見

解

を
展

開
さ

れ
る
。

「
晩
年

の
紫
式

部

」
ー

上

東

門

院

に
於

け

る
紫

式
部

の
位
置

、
ま

た
紫

式
部

が
小

野

宮
実

資

に

好
意

的

で
あ

っ
た
こ
と
を
確

認
し

、
小

右
記

長
和

元
年

五

月

二
十

八

日
か
ら
翌

年

八

月
末

に
か
け

て

の
精

読
に

よ

っ
て
そ
れ

が
背
後

に
於

け

る
政
治
的

・
感

情

的

諸
事

情

の
考

証

に
よ
る
推

定
把

握
か

ら
、

又
更

に
伊

勢
大

輔
集

に
紫
式

部

が

長
和

三
年

正
月
ま

で

に
宮

廷
を

退

い
て

い
た
と

み
ら

れ
る
材

料

の
あ

る

こ
と
、
そ

の
他

か
ら

恐
ら

く
長
和

二
年

秋

に
紫
式

部

は
道

長

に
よ

っ
て

宮

廷

か
ら
追
放

さ

れ
た
も

の
で
あ
ろ
う

と

の
結
論

を
導

き
、

「
道
長

公
妾
」

説

を
、
実

資
-
式

部
ー

道

長

の
関

係

か
ら
否

定
さ

れ
る

。
ま

た
、
記

録
や

文

献
を

正
し
く

読

む
と

い
う
面

に
お

い
て
共

通
す

る
論
考

に
、

角

田
文
衛

氏

の
紫
式

部
本
名

香

子
説

に
対
す

る
批
判

の

「
紫
式
部

本
名

香

子
説
を

疑

う
」

が
あ

る
。

「戒

仙

に

つ
い
て
」
1

大
和

物
語

に
見

え
る

「
戒

仙
」

に

つ
い
て

の
考

証

で
あ
る
。
通

説

に
従

っ
た
考

証

に
加

え

て

「大

和
物

語

鉛
」

の
説
を

逐

一
史
実

に
徴

し

て
検

討

さ
れ
、

そ

の
誤

り
を

明
ら

か

に
し
、
通

説
が

正
し
く

、
父

「
兵
衛

佐
」

は
在

原
棟

梁
と
推

定
さ

れ
る
。

更

に
古
今

集

に

お

い
て
業

平

の
占

め
る
位

置

の
大

き

さ
は
、

彼

の
歌

の
偉

大

さ

の
み

に
帰

せ
ら
れ

る
問
題

で

は
な
く

、
貫
之

・
友
紀

ら
古

今
集

撰
者

が
棟

梁
や

そ

の
子
ら

と
親
交

の
あ

っ
た

こ
と
に
具

体
的

な
経
緯

を
推

測

で
き
る

の
で

は
な

い
か
と
論

及
さ

れ
る
。

史
実

に
密
着

し

た
実
証

考
証

で
あ

る
。

五

、
文
献

学
的

批
判

を
主

と
す

る
も

の

「
紫
式
部

集

の
復

元
と

そ

の

恋

愛
歌

」
1

紫
式

部
集
諸

本

の
厳
密

な
再

検
討

に
よ

っ
て

、

一
・
二
類

分

岐
前

.
後

の
損

傷

錯
簡
を

明

ら
か

に
さ
れ

、
宮

仕

え
以

後

に
お
け

る
紫
式

部

の
心

境
を
家

集

.
日
記

に
よ

っ
て
た
ど

り
、
家

集
後

半

に
配
さ

れ

た
恋

愛
歌

群

と

の
不

調
和

に

つ

い
て
追

究
さ

れ

る
。

そ
し

て
家
集

の
可
及
的

な

復

元
を

試
ら

れ

る
精
緻

な
文

献
的

操
作

と
解

釈
学
的

追

究

に
よ

る
論
考

で

あ

る
。

「
源
氏
物

語

と
紫
式

部
集

」
1

源
氏

物

語

・
紫

式
部

集

の
和

歌

を

用
語

・
表

現

・
内

容
面

か
ら

比
較

し

、
そ

の
執
筆

の
前

後

に

つ

い
て
考

察
を

進

め
、
互

に
材

料

と
な
り
合

っ
て

い
る

こ
と

か
ら
そ

の
巻

の
執

筆
年

次

・
歌

の
詠
作
年

次

推
定

の
手

が

か
り
と

な
り

、
従
来

そ

の
執
筆

に
疑
問

の
あ

る
竹

河

の
巻
も

、
家
集

に
類

似
歌

の
あ

る
点

か

ら
紫
式

部

に
無
関

係

な
も

の
で
は
な

か
ろ
う

、
と

の
推
論

を
下

さ

れ
る
。
物
語

各
巻

の
成

立

や
家

集

成
立

の
年

代
的

関
係

が

つ
き
と

め
ら

れ
ず

、
進

ま
な

か

っ
た
従

来

の
研

究

上

の
盲
点

に

つ
い
て

の
試
論

で
あ
る
。

「
為

信
集

と
源
氏

物
語

」
ー

為

信
集

の
用
語
を
手

が
か
り

と
し

た
家
集

成

立
年
代

の
推

定
考

証

、
為

信

の
輪
廓

に

つ

い
て
家

集

の
内
部

徴
証

か
ら

と
諸

記
録

の
細

緻

に
わ

た
る
検

討

と

に
よ
り

、
従
来

問
題

と
さ

れ

て
き

た
紫

式
部

の
祖

父

藤
原
為

信

と

は

別
人

で
あ

る

と

の
解
決

に
及

ぶ
。
更

に
家
集

中

の
源

氏
物
語

に
密

接

な
関

係
歌

を
あ

げ

て
、
そ

の
影
響

関
係

を
検

討
し

、
為

信
集

は

そ

の
成

立
年

代

と
相

侯

っ
て
、

源
氏
物

語

一
部

二
部

か
ら
材
料

を

得

て
作

歌

し

た
も

の
と

結

論

さ
れ

る
。

史
実
考

証

と
文
献

批
判

面

か
ら

の
論
考

で
あ

る
。

そ

の
他

「
源
氏

物
語

の
享

受
」

及
び

「
枕
草

子

の
享
受

」
も

基
本

的

に

は
研
究

史
研

究

に
よ
る

享
受

史

の
把

握

か
ら

、
多
角
的

検

討
を

加
え

ら

れ

つ

・
広
範

な

資
料
を

用

い
論

ぜ
ら

れ
て

い
る
。
後
者

に
於

て
、
従
来

引

か

れ

た

こ
と

の
な

か

っ
た
正
徹

物
語

・
山
鹿

素

行
本

枕
草

子

・
金

沢

文
庫
第

一

号

文
書
中

の
女
房
消

息
等

、
新

し

い
資
料

の
使

用

に
注

目

さ

せ
ら

れ

る
。

ま

た

「伊

勢
物

語
百

一
段

に

つ

い
て
」

は

、
「
古
代

貴
族

社
会

は
そ

れ

な
り

に
批

判
的

意
識

を
個

人

の
中

に
成

長

さ
せ

て

い
た
」

と

い
う

著
者

の
基

本

的
考

え

を
前
提

と
し

て
、
中

世

の
研

究
史

を

ふ
ま
え

て

の
松

尾

聰

・
片
桐

一53「



洋

一
氏

両

氏

に
対
す

る

反
論

で
あ

る
。

六

、
以

上

の
様

な
考

証

を
旨

と
し
た

も

の
で
は
な

く

て
評
論
的

な

ス
タ

イ

ル
の
も

の
と
し

て
、
枕
草

子

の
耽
美

的
感
覚

性

・
主
観

性

・
和
歌

へ
の

関

心

に

つ
い
て

述

べ
ら
れ

た

「
枕
草
子

の
特
質

」
、
貴

族
的

な
美
意

識

の
体

系

か
ら

は
み
出
す

原
体

験

に

つ

い
て
も

本
能

的

に
無
関

心

で

い
ら
れ

な

か

っ
た
清
少
納

言

の
豊

か
な
感

覚

に

つ
い
て
述

べ
ら

れ
た

「
清

少
納

言

の
美

意

識

と
体

験
」

及
び

「
仲
文

集
試
論

」

が
あ

る
。
「
仲

文
集

試
論
」

は

、
仲

文
集
ー

巧

み
な
俳

譜

・
虚
構

の
要
素

・
物

語
化

が
著

し
く

贈
答
歌

に
も
加

虐

性

や
道

化
が
目

立
ち

、
乾

い
た
笑

い
と
冷

い
目

が
特

徴

の
「

に

つ
い
て

物

語

研
究
者

と

し
て

の
立
場

か
ら

の
、

新

し

い
私
家
集

の
扱

い
と
し

て
異

色

あ

る
論
考

で
あ

る
。

七
、

資
料
篇

い
ず

れ
も
新

資
料

の
紹

介

で
あ

る
。

「幻

中
類

林

と

光
源

氏
物

語
本
事

」
「

天
理
図
書

館

蔵

「
幻
中

類

林

」
と
松
平

文

庫
蔵

「
光

源
氏
物

語

本
事

」

の
両
書

が
同

一
書

で

あ

る

こ
と
に

つ
い
て

の
論

考
。

「

『
源
氏

の
ゆ

ふ
だ
す

き
』

と

『
源
氏

六
十

三
首

之

寄
』

」
ー

松
平

本

『
竪

横
和

歌
』

所
収

の

「
源
氏

の
ゆ

ふ
だ
す

き
」

「
源
氏

六

十

三
首
之

寄

」
全

文
翻

刻

と
そ

の
解
説

。

「
古

注

『
大

和
物

語

妙
』

考
」

1

現
存

す

る
季

吟

の
「
大
和

物
語

抄

」
以
前

の
古

注
釈
書

四
書

、

即

ち
高
橋

正
治
氏

蔵

(
旧

松
平

文

庫

蔵
本

)

・
内
閣

文

庫
本

・
国

立

国
会

図
書

館
本

・
素

行
文

庫
本

に

つ

い
て

の
詳
細

に
わ
た

る

説

明
。

「
枕
草

子

の
古
注

釈
書

-

素
行
書

写
本
に
つ
い
て
「
」

ー
素

行
筆

、

現
存
唯

一
の
中
世

に
成

っ
た
古
注

釈
書

「

枕
草

子

」

に

つ

い
て
の
解
説
。

本
書

を
読

み
終

え
る

と
、

今
更

の
よ
う

に
そ

の
御
論

考

の
重
厚

さ

と
精

緻
さ

と
広
さ

に
圧

倒
さ

れ
る
思

い
が
す

る
。

そ
し

て
そ

の
多
角

的

な
御

研

究

か
ら

、
私

共
は
数

々
の
示
唆

を
受

け
る
。

こ
れ

を
如

何

に
研
究

の
糧

と

し
て
得
て
行
く
か
が
私
共
ハ後
進
に
課
せ
ら
れ
た
当
面
の
問
題
で
あ
ろ
う
。

昭
和
四
十
五
年
十
月
十
日
角
川
書
店
刊

受

贈
図

書

45
年

4
月

ー

46
年

3
月

二

㌔

徒
然
草
通
説
批
判

松
平
文
庫
本
光
源
氏

一
部
詔
上

・
中

・
下

細
川
文
庫
本
藤
原
義
孝
集

細
川
文
庫
本
山
家
集

細
川
文
庫
本
よ
る
の
つ
る

方
言
研
究
年
報
第
11

・
12
巻

遊
子
方
言
語
形
索
引

松
平
文
庫
本
慰
草

太
宰
府
天
満
宮
蔵
書
目
録

井
手

恒
雄

今
井

源
衛

今
井

源
衛

今
井

源
衛

今
井

源
衛

奥
村

三
雄

奥
村

三
雄

三
浦

三
夫

太
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所

満
州
語
国
語
基
礎
語
彙
集
東
京
外
大
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所

善
本
写
真
集
32

・
34

王
期
第
二

・
三
冊

岐
阜
大
学
教
育
学
部
郷
土
資
料
1

演
劇
博
物
館
図
書
収
蔵
品
目
録
15
号

国
立
国
語
研
究
所
報
告
35

・
37

芸
能
の
科
学

訓
点
語
と
訓
点
資
料
41

・
42
輯

山
鹿
素
行
写
大
和
物
語
抄

見
本
類

祐
徳
神
社
本
大
和
物
語
上

・
下

枕
草
子

】
～
五

東

北

大

学

狩
野
文
庫
本

祐
徳

神
社

蔵

古
活
字
十
行
本

天
理
図
書
館

王
朝
文
学
協
会

岐
阜
大
学
教
育
学
部

演
劇
博
物
館

国
立
国
語
研
究
所

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所

訓
点
語
学
会

今
井

源
衛

今
井

源
衛

今
井

源
衛

今
井

源
衛
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